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　まえがき

　平成 13年に農林水産省傘下の試験研究機関が独立行政法人化し，5年計画の第三期ジーンバンク事業も 4

年余が経過した．科学技術基本計画で国家方針として定められているように生物遺伝資源は先端的・独創的・

基礎的な研究開発を進める上で不可欠であり，農業生物ジーンバンク事業はその中で重要な役割を担っている．

  植物遺伝資源に関わる国際情勢も大きく変化している．平成 4年 5月にリオデジャネイロで「生物多様性に

関する条約」が採択され翌年には発効し，世界全体で生物多様性の保全と持続的利用に取り組むこととなった．

遺伝資源についてもこの条約の枠組みの中で議論が重ねられ，「誰にでも利用が可能な人類共通の財産」とい

う以前の考え方から原産国に主権があり責任をもって管理するという考え方に大きくパラダイム・シフトが生

じた．平成 14 年４月にはオランダで第６回締約国会議が開催され，「遺伝資源へのアクセスとその利用から

生じる利益の公正で公平な配分に関するボンガイドライン」が採択された．このような国際的状況は遺伝資源

の潜在的価値への評価という意味で前進であるが，遺伝資源の探索や調査の実施を困難にする要因ともなって

いる．現在，遺伝資源の海外探索には二国間での合意が必要で，遺伝資源の持ち出しや利用に厳しい制限を課

す国も増えている．一方，FAO では「食料農業植物遺伝資源に関する国際条約」が平成 13 年 11 月に採択さ

れ，植物遺伝資源のうちイネなど 35 作物 29 牧草種のアクセスとその利用から得られる利益配分について定

め，食料農業植物遺伝資源の利用と権利保護の枠組み作りが進められている．本条約の署名期間はすでに終了

し，平成 16 年 6 月 29 日に発効し，現在，加盟に開かれ，植物遺伝資源の新しい国際的な枠組み形成に向け

て動き出しつつある．

　農業生物ジーンバンクとしては，このような最近の国際情勢に十分配慮しながら積極的に国際協力を進め遺

伝資源の収集・保存・特性評価・利用の促進に努力している．

　平成 16年度にはジーンバンク事業の植物遺伝資源部門の探索・収集および関連研究として，国内では鹿児

島県においてサトウキビ野生種，果樹類は長野県でクリ類，山梨県・長野県・北海道においてアオナシ・カジ

イチゴ・スグリ類，北海道では米国USDA 調査隊を受入れ北海道植物遺伝資源センターや秋田大学と協力して

小果樹野生種，三重県にてチャ，徳島県にてツルマメ，四国地方南東部でエゴマ類，北海道にてクワ野生種な

ど，海外ではミャンマーにおいて野生イネの探索探索・収集・調査を実施した．また，パプア・ニューギニア

における野生イネやマメ類を対象とした共同現地調査を実施し，次年度に向け中国新彊ウイグルにて核果類を

対象に共同予備調査を行ったが，その成果も本報告書に収めた．

   海外遺伝資源の探索・収集は今後も困難が予想されるが，関係各位の意見，助言を取り入れ課題公募も含め

計画的に国内，海外遺伝資源の探索・調査を実施する予定であり，更なるご協力をお願いしたい．本報告書で

はジーンバンク事業による探索収集調査の報告を第一義としているが，植物遺伝資源に関連した科学的な現地

調査情報を集積することは事業の発展のためにも重要と考え，他予算による現地研究等の報告も併せて掲載し

た．印刷物だけでなく，当ジーンバンクのホームページからもダウンロードできるのでご活用頂けると幸甚で

す．

   最後に，私たちの活動に指導と支援をしてくださった国内外の方々に心から感謝申し上げます．とりわけ多

くの情報と貴重な遺伝資源を分譲してくださった農家の皆様には深謝致します．

                                                                                                                             平成 17 年 10 月

                                                                                                                            農業生物資源研究所

                                                                                                                            ジーンバンク長

                                                                                                                            奥野   員敏
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